
本
来
、
佛
教
が
浬
藥
へ
志
向
す
る
と
い
う
実
践
を
問
題
と
す
る

以
上
＄
必
然
、
そ
こ
に
実
践
を
意
味
す
る
言
語
概
念
が
求
め
ら
れ

て
よ
い
。
尤
も
へ
そ
れ
ら
が
実
践
的
過
程
の
観
点
か
ら
目
勢
開
沙

で
あ
っ
た
り
、
或
は
、
個
々
の
実
践
的
課
題
の
履
修
の
観
点
か
ら

ｇ
剖
騨
目
等
で
あ
っ
た
り
す
る
。
蓋
し
、
混
藥
へ
志
向
す
る
、
と

い
う
一
層
根
源
的
↑
且
は
包
括
的
概
念
と
し
て
、
そ
れ
に
対
応
し

得
る
言
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
い
さ
さ
か
厄
介
な
問
題
で
あ

る
。
尤
も
、
そ
れ
に
対
応
し
得
る
言
語
概
念
が
見
あ
た
ら
ぬ
、
と

い
う
訳
で
は
な
い
。
胃
農
目
印
ｏ
胃
ご
凹
或
は
も
翼
５
四
目
の
如
き

は
、
お
よ
そ
こ
の
部
類
に
属
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

今
、
こ
れ
ら
の
諸
言
語
の
中
、
語
義
分
析
上
に
於
い
て
、
又
は
そ

の
発
展
に
於
い
て
、
幾
分
興
味
あ
る
言
語
と
し
て
、
己
昌
冒
３

●

・
弓
四
国
旨
邑
四
二
口
・
一
〕
四
罠
旨
ご
〕
里
〕
“
宮
壱
四
茸
』

（
宮
．
鼻
巷
且
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
冨
包
冒
目
は

己
昌
ｌ
く
馴
副
「
に
向
っ
て
行
く
」
を
語
根
と
す
る
名
詞
で
あ
る
。

①

こ
の
語
は
、
パ
ー
リ
の
一
連
の
経
典
の
中
で
、
「
浬
藥
の
実
現
へ

む
か
う
道
（
自
侭
翌
）
、
行
道
（
冨
昌
昌
尉
）
」
、
「
苦
の
遍
知
の
た

め
の
道
、
行
道
」
等
々
の
如
く
、
目
騨
罷
騨
と
並
挙
さ
れ
る
、
と

い
う
特
色
が
あ
る
。
が
、
か
え
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
両

言
語
が
、
何
故
に
並
挙
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
と
い
う
問
題
を

内
示
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
原
始
経
典
中
に
於
い
て
も
農
園
目
（
冒
騨
茸
冒
ｅ

が
。
冒
目
冒
四
、
巴
〕
且
園
白
目
臼
と
複
合
さ
れ
て
、
巳
国
目
白
目
ロ
‐

邑
営
⑳
日
日
目
昌
冨
目
ａ
ロ
胃
白
目
ロ
ロ
冒
員
目
色
冒
胃
壱
且
）
と
し
て

用
い
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
周
知
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
比
較
的

定
型
化
さ
れ
た
構
文
の
中
で
、
あ
る
一
定
の
語
句
を
伴
っ
て
頻
出

す
る
、
と
い
う
の
が
通
常
の
現
わ
れ
方
と
言
っ
て
よ
い
。
も
と
よ

ノヲー

V,－

つ

I《、

て

上
杉
豊
明
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さ
て
、
。
ｐ
四
日
日
日
〕
且
丘
か
目
日
名
農
君
袖
一
目
が
、
原
始
経
典
中

に
現
わ
れ
る
場
合
の
定
型
文
を
、
そ
の
構
文
上
よ
り
分
類
す
る
と
、

お
よ
そ
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

①
四
預
流
支
の
一
支
分
と
し
て
現
わ
れ
る
場
合
。

１②
四
向
四
果
を
記
説
す
る
中
に
現
わ
れ
る
場
合
。

２⑧
《
胃
昏
沙
冒
騨
画
ロ
ミ
餌
目
貫
ご
目
色
日
四
百
国
当
四
号
空
目
日
④
ご
ロ
‐

Ｑ
冒
冒
目
色
冒
菖
〕
昌
昌
○
』
云
々
と
の
形
で
現
わ
れ
る
場
合
。

側
↑
昌
一
稲
昌
昌
国
冒
昌
］
四
目
昌
色
｝
〕
農
一
冒
冒
一
ｃ
ｍ
閏
冒
の
言
菅
冒
口
邑
○

州
巨
三
三
函
弓
国
昌
国
『
包
云
為
と
の
一
連
の
語
句
と
並
設
さ
れ

る
場
合
。

⑤
巳
〕
色
目
白
鳥
呉
巨
国
〕
巳
〕
、
昌
貝
目
ロ
且
冒
白
目
塵
冒
昌
）
州
昌
口
騨
》

り
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
こ
の
複
合
詞
が
、
修
道
体
系
の
組
織
化
に

順
じ
て
た
ど
っ
た
一
面
を
、
あ
わ
せ
て
看
取
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
複
合
詞
の
解
釈
上
に
、
現
今
多
少
の
相
異

が
み
ら
れ
る
し
、
或
は
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
複
合
詞
に

対
す
る
釈
義
の
煩
し
さ
を
増
長
す
る
、
と
い
う
結
果
を
ま
ね
い
て

い
る
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
複
合
詞
の
語
義
へ
の
再
検
討

が
、
本
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
原
始
経
典
中
に
於
い
て

辿
っ
た
こ
の
複
合
詞
の
一
面
を
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

J｜『

二二

（
冒
昌
且
冨
日
日
餌
ロ
号
目
帛
一
冨
詐
四
と
、
三
者
が
対
比
せ
ら
れ

て
現
わ
れ
る
場
合
。

⑥
五
瀧
、
六
根
、
縁
起
等
之
の
理
法
と
関
連
し
て
現
わ
れ
る

場
合
。

⑦
そ
の
他

上
掲
の
分
類
は
、
便
宜
上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
、
こ
の

複
合
詞
の
多
義
性
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た

だ
し
か
し
、
こ
の
複
合
詞
が
既
に
実
践
体
系
の
要
を
成
し
て
い
た

こ
と
は
、
幾
分
な
り
と
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

目
斡
日
日
目
且
菌
日
日
§
農
冨
匪
が
、
他
の
三
支
分
を
伴
っ

②

て
四
預
流
支
と
し
て
説
か
れ
る
所
以
に
つ
い
て
は
、
分
類
側
の
定

型
術
文
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
元
来
、
預
流
支
を
い
う
場
合
、

四
不
壊
浄
を
も
っ
て
、
ｍ
○
国
冒
詐
々
自
彊
と
す
る
方
が
、
阿
含
、

’
一
カ
ー
ャ
で
は
一
般
的
で
あ
り
、
そ
の
数
か
ら
言
っ
て
も
、
こ
の

方
が
は
る
か
に
多
い
・
今
、
八
房
沙
日
日
目
且
菌
日
日
襲
冒
号
鼻
茸
の

概
念
を
さ
ぐ
る
上
で
、
こ
の
四
不
壊
浄
を
預
流
支
と
す
る
場
合
と

の
相
異
に
つ
い
て
、
先
ず
考
え
て
み
た
い
。

長
部
、
衆
集
経
中
（
ロ
ｚ
自
国
や
侭
ご
に
は
、
巳
国
目
冒
胃
屋
号
‐

③

“
目
自
画
宮
宮
菌
さ
等
の
四
支
を
顕
。
且
〕
四
茸
一
冨
侭
Ｐ
と
称
し
、
四

不
壊
浄
を
⑳
○
国
宮
員
〕
院
閑
↑
自
彊
と
称
す
る
箇
処
が
あ
る
。
こ

れ
と
同
じ
例
が
、
相
応
部
中
に
も
見
ら
れ
る
。
尤
も
、
こ
の
方
で
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は
、
四
不
壊
浄
が
殿
↑
国
富
ロ
ロ
鱒
、
普
騨
三
唱
と
明
記
さ
れ
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
単
に
、
ｏ
副
富
国
ロ
四
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
④

「
こ
れ
ら
の
四
法
の
成
就
に
因
っ
て
（
留
日
四
日
届
彊
冒
祁
冒
聖
旨
①
目
）
、

こ
の
人
々
は
預
流
者
（
の
○
国
冒
口
目
）
な
り
」
命
ｚ
，
ぐ
弓
＆
合
‐
巴

と
さ
れ
る
か
ら
、
実
際
に
は
、
⑳
。
薗
冒
ロ
ロ
陽
の
四
目
鴨
（
預
流
者
の

支
分
）
と
変
わ
り
な
い
。
従
っ
て
、
四
不
壊
浄
を
印
○
薗
冨
昏
冨
侭
四

と
す
る
方
は
、
実
践
道
と
し
て
の
一
支
分
の
側
か
ら
、
他
方
、
そ

れ
を
⑳
○
国
富
ロ
ロ
院
閏
騨
品
四
と
す
る
方
は
、
実
践
せ
る
者
の
側

か
ら
区
別
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
相
応
部
経
典
に
於
け
る
鋤
○
国
冨
汗
曼
目
魑
含
園
白
目
‐

目
且
冒
昌
日
名
負
５
胃
は
等
四
支
）
に
つ
い
て
の
説
示
は
、
”
○
訂

を
八
支
道
と
し
、
こ
の
八
支
道
を
成
就
せ
る
者
（
留
日
由
口
目
盟
冨
）

を
、
ｏ
薗
冒
目
目
色
（
預
流
者
）
と
す
る
か
ら
、
畢
寛
、
。
ｇ
目
白
目
白
‐

合
命
日
〕
日
酌
冒
昌
）
鼻
は
等
四
支
は
、
八
支
道
を
成
就
せ
る
者
の
自
彊

即
ち
「
質
」
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
一
方
、
四
不
壊
浄
に
つ
い
て

は
、
「
そ
れ
ら
四
支
の
成
就
に
因
っ
て
」
云
為
と
説
か
れ
る
如
く
、

四
不
壊
浄
そ
れ
自
体
の
内
に
預
流
を
満
た
す
要
因
を
含
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
前
者
は
純
然
た
る
実
践
徳
目
、
八
支
道
の
成
就
せ
ら

、
、
、

れ
た
る
こ
と
を
通
し
て
示
現
さ
れ
る
在
り
方
に
於
い
て
、
か
か
る

者
を
唾
ｃ
国
富
昌
冒
と
す
る
解
釈
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
、
○
国
‐

冒
詐
］
菌
侭
四
と
称
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
四
支
分
の

「
成
就
」
、
と
い
う
こ
と
は
経
典
の
う
ち
に
説
か
れ
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
支
は
、
修
習
、
或
は
多
作
舎
圃
く
詳
騨
）
頁
一
目
！

］
房
凹
冨
）
（
の
ｚ
，
ぐ
や
ら
］
）
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
、
内
に
「
成

就
せ
ら
れ
た
る
こ
と
」
の
概
念
を
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
同
一
の
両
⑳
○
国
富
ロ
ロ
四
が
、
実
の
と

こ
ろ
一
方
は
「
成
就
」
、
他
方
は
「
修
習
」
に
よ
っ
て
体
得
せ
ら

れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。
い
づ
れ
に
し
ろ
、

目
四
日
目
目
且
冒
目
冒
眉
員
君
鼻
は
等
四
支
の
印
○
国
冨
匪
漁
日
照
↑

は
、
預
流
者
と
し
て
の
実
践
に
在
る
者
の
側
か
ら
述
べ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
．
〈
ｌ
リ
に
於
け
る
預
流
の

概
念
が
、
こ
れ
ら
四
支
分
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
意
味

合
い
を
持
っ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
の
種
の
預
流
支
が
極
少
な
点
か

ら
考
え
て
、
原
始
経
典
の
中
で
は
新
居
に
属
す
る
、
と
考
え
ね
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
ら
が
①
○
国
冨
詳
毎
目
盟
と
呼
ば
れ
得

る
要
素
は
、
前
偶
の
分
類
③
の
中
に
看
取
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

後
世
、
修
道
論
が
確
立
さ
れ
る
そ
の
前
段
階
、
即
ち
、
見
道
、

預
流
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
舟
橋
博
士
の
詳
論
が
あ
り
、
比

較
的
定
型
化
さ
れ
た
構
文
②
、
③
、
⑥
と
類
似
し
た
型
が
披
見
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
現
わ
れ
方
に
於
い
て
、
号
蝕
昌
昌
甲

ｐ
ｐ
ｑ
ロ
四
目
白
目
郎
昌
買
再
陣
の
上
に
は
二
、
三
そ
れ
と
は
異
っ
た
点
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が
見
ら
れ
る
。

第
一
に
、
本
来
目
鯵
冒
ヨ
ョ
〕
且
冒
昌
冒
昌
員
ゼ
ミ
丘
等
の
四
支

は
、
各
々
別
立
し
て
説
示
さ
れ
た
り
、
或
は
、
一
連
の
諸
法
羅
列

中
に
見
い
だ
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
当
初
か
ら
、
こ
れ
ら
四
支
が

⑤

一
束
と
な
っ
て
説
か
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
阿
含
、
’
一
カ
ー
ャ

中
で
は
、
Ｑ
彦
四
日
目
目
且
目
白
日
名
員
君
鼻
武
を
除
い
た
三
支
が

一
連
と
な
っ
て
説
か
れ
る
方
が
、
む
し
ろ
多
い
と
言
え
よ
う
。
た

と
え
こ
の
複
合
詞
の
成
立
が
古
い
と
し
て
も
、
教
理
的
に
は
、
前

三
支
に
そ
れ
を
加
え
た
こ
と
の
意
味
が
あ
り
、
或
は
ま
た
、
前
掲

③
類
の
文
例
（
こ
の
類
は
、
ほ
と
ん
ど
増
支
部
中
に
含
ま
れ
る
）
が
、
ほ

と
ん
ど
こ
の
複
合
詞
で
終
っ
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
も
、
前
三
支

分
が
こ
れ
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
来
た
所
以
李
電
こ
の
複
合
詞
の

語
義
解
釈
に
伴
っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
践
道
の
規
範
的

要
素
を
外
示
し
た
順
次
次
第
性
が
特
色
で
あ
る
。

第
二
に
阿
含
、
ニ
カ
ー
ャ
中
の
こ
の
複
合
詞
の
全
体
像
は
、
前

掲
分
類
側
乃
至
⑥
の
カ
テ
、
「
一
リ
ー
に
よ
っ
て
端
的
に
把
握
さ
れ
る
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
先
ず
そ
れ
ら
は
法
の
順
次
次
第
性

て
あ
り
、
預
流
乃
至
阿
羅
漢
果
に
資
す
る
と
い
う
点
で
実
践
論
的

で
あ
り
、
一
方
、
理
知
面
が
強
調
さ
れ
る
点
で
そ
れ
は
認
識
論
的

で
あ
る
。

第
三
に
、
こ
の
複
合
詞
三
国
昌
冒
閏
三
（
三
四
．
昌
国
冨
号
雪
言
が

ｄ
ロ
四
目
日
騨
朋
騨
国
冒
昌
彦
沙
目
白
少
冒
ぐ
乱
冨
吋
○
武
ゞ
と
関
連
し
て
現

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
語
句
は
、
常
に
《
巳
畠
昌
冒
鼠
照
一
ゞ
８
‐

胃
己
冒
日
日
四
目
く
薗
冨
罵
○
含
》
の
形
で
あ
り
、
８
目
宮
口
目
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
。
上
記
の
第
一
及
び
二
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ

と
と
す
る
。
そ
こ
で
こ
の
第
三
に
つ
い
て
は
以
下
の
如
く
に
考
え

ら
れ
る
。

５
秒
ヨ
ゴ
①
目
①
宮
二
言
○
召
自
己
昌
苦
四
目
昌
旨
・
丘
四
ヨ
コ
岳
目
ぐ
胃
四
‐

］
汽
昌
○
目
白
の
》
（
普
．
臼
ｅ
の
中
、
昌
一
且
冒
目
白
秒
昌
は
ご
鼻
胃
○
ご

（
解
説
す
る
）
と
合
し
て
、
Ｑ
丘
四
目
日
沙
朋
騨
○
目
目
冒
日
日
四
目
ぐ
望
Ｐ
‐

戸
沙
８
辻
（
或
は
、
自
己
畠
Ｈ
ｏ
旨
い
、
ぐ
乱
百
吋
①
冒
秒
、
漢
訳
は
「
法
次
法
説
」
、

「
如
法
法
説
」
）
な
る
概
念
に
進
展
し
て
い
く
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
問
題
で
は
、
包
冒
日
日
尉
困
・
習
目
富
目
白
凶
と
Ｑ
ｇ
Ｂ
ご
罰
‐

己
且
目
日
日
⑳
（
冒
号
沙
昌
）
と
を
同
等
に
取
扱
い
得
る
か
、
と
い

う
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
今
、
こ
の
「
法
次
法
説
」
は
、

佛
に
対
し
、
或
は
佛
説
に
関
す
る
言
及
、
自
ら
の
説
示
が
、
果
し

て
真
正
な
る
も
の
か
、
或
は
そ
れ
ら
が
佛
を
誹
誘
す
る
も
の
て
あ

る
か
、
否
か
、
そ
の
是
非
を
佛
陀
に
問
う
と
い
う
形
で
常
に
現
わ

れ
る
。
次
の
一
文
は
そ
れ
に
対
す
る
佛
の
答
え
で
あ
る
。
「
比
丘

等
よ
、
是
の
如
く
解
説
し
つ
つ
あ
る
（
ぐ
乱
冨
３
日
目
○
）
比
丘
は
、

自
ら
を
賞
揚
せ
ず
、
他
を
軽
蔑
せ
ず
、
法
次
法
説
し
（
皇
国
日
目
色
印
閨

３
コ
目
富
ヨ
ョ
ジ
目
ぐ
剴
冒
３
ｓ
、
同
学
に
し
て
説
に
関
し
て
随
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説
せ
る
者
は
（
く
目
臼
旨
３
３
）
、
何
人
も
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な

⑥い
」
。
こ
の
中
、
「
是
の
如
く
」
云
食
と
は
、
佛
よ
り
教
え
を
受
け

た
る
比
丘
が
、
そ
の
佛
所
説
の
教
法
を
以
て
他
を
教
化
せ
し
め
、
他

を
し
て
不
善
よ
り
善
に
住
せ
し
む
、
と
の
伝
道
教
化
の
実
践
を
指

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
註
釈
が
、
《
幽
冒
目
冨
日
日
四
日
ご
巴
淘
胃
○
目
』

を
「
義
に
相
応
せ
る
三
蔵
聖
典
（
胃
昏
習
口
昌
冒
冒
も
里
目
）
」

令
胃
騨
ョ
胃
讐
塁
昌
圃
昌
己
侭
ら
と
し
、
或
は
一
方
「
ゴ
ー
タ
マ

に
よ
っ
て
説
か
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
が
因
（
園
Ｈ
眉
四
）
で
あ
り
、

そ
の
因
に
従
っ
て
（
曽
旨
圃
国
ｇ
）
」
（
圏
昌
詐
冨
弓
四
闘
い
目
ロ
ロ

ｇ
）
と
、
二
様
に
釈
義
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
四
口
届
。
園
日
日
秒

は
、
根
本
義
に
於
い
て
「
佛
説
」
を
意
味
す
る
に
他
な
ら
な
い
。

「
如
来
言
行
相
応
」
は
、
そ
の
こ
と
を
単
的
に
示
し
て
い
よ
う
。

「
彼
の
尊
者
は
、
説
く
如
く
Ｑ
鼻
目
‐
３
日
）
そ
の
如
く
行
な
い

（
菌
昏
劇
圃
員
）
、
行
な
う
如
く
含
鼻
目
‐
圃
国
）
そ
の
如
く
説
く

（
冨
昏
甲
勘
合
）
な
り
。
・
・
：
：
乃
至
：
。
：
こ
の
よ
う
に
〔
尊
者
は
〕

法
に
随
っ
て
実
践
せ
る
者
（
号
目
冒
目
目
冨
目
白
四
も
胃
］
冒
口
ご
餌

漢
訳
・
「
法
法
成
就
」
）
な
り
」
（
ロ
ｚ
，
自
己
圏
ら
云
灸
。
こ
こ
に

巳
〕
四
日
目
目
且
冨
目
ョ
眉
昌
冒
甚
と
は
「
如
来
言
行
相
応
」
な

る
自
彊
（
質
）
逢
成
就
せ
る
（
函
昌
動
冒
目
魍
菌
）
者
（
仏
陀
）
を
意

味
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
佛
所
説
が
如
来
自
ら
「
所
し
言
如
レ
行
所
‘

行
如
レ
言
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
質
」
を
既
に
内
含
す
る
、
と
同

様
に
、
実
は
か
か
る
佛
所
説
に
拠
れ
る
弟
子
自
ら
に
於
い
て
も

「
所
し
言
如
レ
行
所
し
行
如
レ
言
」
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う

道
理
に
よ
れ
る
佛
道
実
践
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

曽
旨
・
冒
目
自
浄
日
ぐ
箇
冒
Ｒ
ｏ
武
と
い
う
場
合
、
然
る
ゞ
へ
き
「
法
法

成
就
」
が
為
さ
れ
て
い
る
、
別
言
す
れ
ば
、
已
作
的
要
因
が
そ
こ

に
伴
う
は
ず
で
あ
る
。
「
四
不
壊
浄
の
願
う
毒
へ
き
処
に
よ
っ
て
、

彼
は
自
ら
願
い
つ
つ
自
ら
を
記
説
す
ゞ
へ
し
（
ぐ
箇
冨
Ｈ
ｇ
函
）
」

ａ
ｚ
・
ぐ
や
誤
ｅ
或
は
「
預
流
果
を
記
説
せ
り
」
＄
ｚ
・
ぐ
や
き
巴

と
の
表
明
は
、
実
の
と
こ
ろ
こ
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
、
と
言
え

よ
う
。
従
っ
て
、
鯉
口
且
富
日
日
ｐ
白
く
ぐ
際
閏
○
は
と
い
う
こ
と
と
、

己
〕
四
目
白
目
ロ
ロ
圏
目
白
号
員
君
鼻
威
と
い
う
こ
と
と
は
、
僅
少
な

が
ら
、
そ
の
概
念
上
の
差
異
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
両
曽
］
目
冨
日
日
沙
は
、
概
し
て
「
法
に
随
っ
て
」
と
解

釈
は
さ
れ
る
が
、
前
者
の
四
国
ロ
目
色
日
目
四
に
は
、
合
鯛
日
冒
目
旨
‐

号
四
日
目
息
自
巷
鼻
は
な
る
実
践
を
通
し
て
外
表
さ
れ
る
自
己
の

、
、
、

在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
点
に
留
意
す
今
へ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
。
丘
騨
目
ｇ
圏
昌
彦
色
目
冒
名
貝
言
胃
武
と
は
、
如
何

な
る
意
味
に
於
い
て
考
察
さ
れ
て
よ
い
か
。
次
の
経
類
は
そ
れ
に

つ
い
て
の
示
唆
を
提
示
し
て
い
る
。

増
支
部
中
に
は
、
「
六
法
の
具
足
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
三

様
の
区
別
を
た
て
、
そ
の
中
「
自
ら
に
十
分
（
巴
沙
目
）
」
で
あ
る
が
、
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⑦

「
他
に
は
十
分
で
な
い
」
と
す
る
一
類
の
経
典
が
存
す
る
。
こ
れ

ら
は
、
言
わ
ば
自
利
利
他
の
要
を
抽
出
し
て
い
る
箇
処
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
六
法
中
の
第
四
「
意
義
を
知
り
（
四
詐
冨
日
昌
目
冒
）
、

法
を
知
り
（
巳
伍
ｇ
日
蝕
目
§
倒
置
）
、
法
に
随
っ
て
実
践
せ
る
者

ａ
ｇ
白
目
曽
旨
Ｑ
ぽ
ゅ
日
日
名
員
］
冒
目
ロ
○
）
」
（
分
類
⑥
）
と
い
う
一
法

を
持
し
て
い
る
に
対
し
て
、
第
五
「
善
き
言
葉
（
箇
々
倒
国
３
８
）

が
あ
り
、
…
…
乃
至
…
：
．
意
義
を
述
・
へ
る
言
葉
の
具
足
あ
る
者
」
、

第
六
「
同
梵
行
者
を
教
説
し
…
…
乃
至
…
…
喜
、
へ
る
者
」
と
い
う

二
法
を
欠
い
て
、
即
ち
第
一
乃
至
第
四
法
を
以
て
「
他
に
は
十
分

で
な
い
」
と
の
自
利
（
呉
冨
巨
国
）
の
特
質
を
表
わ
し
て
い
る
。
或

は
＄
如
来
が
説
法
せ
ん
と
思
う
の
は
、
如
何
な
る
因
・
縁
に
よ
る

か
と
し
、
前
記
同
様
の
諸
法
を
掲
げ
る
経
典
も
見
ら
れ
る
（
シ
ｚ
，

冒
喝
也
笥
出
》
ぐ
や
届
巴
。
こ
の
方
は
、
比
丘
が
自
利
行
、
ま

た
は
自
利
利
他
行
を
為
す
時
、
如
来
に
は
法
の
説
示
が
あ
る
と
い

う
も
の
で
、
事
実
は
如
来
自
ら
の
自
利
利
他
行
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
自
利
利
他
行
こ
そ
が
、
如
来
に
と
っ
て
の

「
法
法
成
就
」
で
あ
っ
た
に
つ
い
て
は
、
先
に
一
言
し
て
お
い
た
。

尤
も
、
こ
の
よ
う
な
自
利
利
他
等
の
分
類
が
、
既
に
論
的
要
素
を

孕
ん
で
い
る
に
つ
い
て
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
＄
「
如
来
言
行
相
応
」
に
対
し
、
そ
れ
を
利
他
行
た

る
「
法
法
成
就
」
と
い
う
こ
と
と
、
増
支
部
中
に
示
さ
れ
る
自
利

行
と
し
て
の
「
法
法
成
就
」
（
即
ち
、
分
類
③
が
こ
れ
に
相
当
す
る
）

と
は
、
一
見
相
い
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
な
が

ら
、
正
覚
を
得
た
如
来
に
と
っ
て
「
法
法
成
就
」
と
は
、
既
に
達

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
如
来
に
と
っ
て
の
利
他
行
と
言
え
ど
も
、

そ
の
「
法
法
成
就
」
の
内
容
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
「
コ
ー
タ

マ
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
と
こ
ろ
」
を
因
（
園
Ｈ
ｐ
ｇ
）
と
す
る
法
説

（
相
応
部
中
に
説
か
れ
る
《
目
白
圃
口
ご
房
四
目
四
日
日
名
肖
弓
ご
鰯
』
、
ｚ
，

ぐ
面
ぃ
認
は
「
自
ら
開
始
せ
る
」
と
い
う
自
利
を
意
味
し
て
い
る
）
は
、

自
ら
を
饒
益
す
る
自
利
行
そ
の
も
の
を
満
た
す
、
と
共
に
利
他
行

に
資
す
る
、
と
い
う
法
の
質
性
を
堅
持
し
て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
そ
の
自
利
行
を
意
味
す
る
目
四
目
日
目
且
富
日
日
四
‐

冒
匡
℃
呉
丘
が
、
如
来
の
自
利
利
他
行
た
る
旦
冒
日
日
目
且
冒
‐

日
日
眉
員
君
鼻
は
と
同
等
の
概
念
上
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、

実
は
、
自
利
行
が
や
が
て
利
他
行
に
通
入
す
る
、
と
い
う
極
め
て

重
要
な
意
味
を
こ
の
複
合
詞
が
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
ニ
カ
ー
ヤ
中
に
は
、
。
ｇ
日
日
目
ｐ
Ｑ
ｇ
日
日
眉
員
君
鼻
蝕
を

自
利
行
或
は
利
他
行
の
観
点
よ
り
一
連
の
諸
法
羅
列
中
に
説
く
経

典
類
が
幾
分
多
い
こ
と
、
そ
の
上
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
、
増

支
部
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
等
、
そ
の
特
色
が
う
か
が
え
る
。
「
自

ら
持
す
る
諸
法
の
意
義
の
考
察
（
騨
茸
冒
冨
冒
己
罵
言
）
が
あ
り
、

他
を
意
義
の
考
察
に
導
き
、
自
ら
意
義
を
知
り
、
法
を
知
り
て
法
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法
成
就
が
あ
り
、
他
を
法
法
成
就
に
導
く
」
（
シ
Ｚ
目
や
誤
》
弓

や
巨
争
・
弓
因
曽
ｌ
巴
と
説
か
れ
、
如
来
が
説
法
せ
ん
と
す
る
の
は

比
丘
が
十
法
を
具
足
す
る
時
で
あ
る
（
諺
ｚ
・
ぐ
う
勗
臼
と
説
か
れ

る
等
、
上
述
し
て
来
た
如
く
こ
の
目
騨
白
目
目
員
目
日
日
四
冨
官
‐

冨
昏
が
、
実
践
体
系
の
中
で
最
も
そ
の
核
心
に
緊
迫
し
つ
つ
↑

内
面
的
に
は
発
展
し
得
る
形
と
し
て
伝
持
さ
れ
た
、
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
複
合
詞
は
、
自
利
行
と
し
て
の
一
面
を
強
調
す
る

と
同
時
に
、
利
他
行
を
予
期
す
る
概
念
と
し
て
原
始
経
典
中
に
伝

承
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

後
世
、
大
乗
佛
教
に
於
け
る
窮
極
位
（
仏
果
）
が
、
こ
れ
ら
自

利
利
他
行
の
完
全
な
る
合
一
性
と
し
て
纒
説
さ
れ
た
こ
と
は
既
知

の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
行
が
菩
薩
行
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
目
色
日
自
習
且
底
四
目
昌
四
冨
亘
冨
菖
は
、
そ
の
概
念
に
於
い
て

ｇ
号
蔚
騨
詐
ぐ
四
‐
８
ｑ
倒
を
通
暁
し
得
る
も
の
と
し
て
冨
宮
も
鼻
武

（
冒
少
は
冨
妥
）
の
性
格
を
失
わ
な
い
、
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
、

ア
ー
ガ
マ
以
来
伝
承
さ
れ
て
来
た
こ
の
複
合
詞
の
一
つ
の
姿
を
観

る
の
で
あ
る
が
、
一
例
を
示
す
な
ら
、
大
乗
球
伽
行
に
於
け
る
爺
伽

実
践
道
の
規
範
が
、
胃
秒
昏
習
昏
Ｐ
目
倒
言
身
秒
旦
冨
『
言
四
目
ど
己
四
園

１
号
胃
目
習
旨
目
胃
白
目
国
威
目
目
ｉ
出
目
目
目
鼻
］
富
国
目

⑧

’
四
目
色
胃
二
国
。
倒
冒
の
次
第
に
拠
っ
て
標
傍
さ
れ
る
如
き
は
、

初
め
に
記
し
た
分
類
③
と
㈹
と
の
事
実
上
の
結
合
に
な
る
か
ら
で

前
項
に
於
い
て
、
目
騨
目
日
習
且
冒
白
日
騨
冒
ロ
冨
昌
が
預
流

的
性
格
を
兼
具
し
つ
つ
、
自
利
利
他
行
の
実
践
的
な
意
義
を
有
す

る
こ
と
、
の
ほ
ぼ
外
郭
に
つ
い
て
一
考
を
与
え
た
。
次
い
で
、
こ

の
複
合
詞
が
。
ハ
ー
リ
佛
教
に
於
い
て
、
如
何
に
解
釈
さ
れ
て
い
た

か
に
つ
い
て
一
言
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

爾
来
、
こ
の
複
合
詞
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
、
と
い
う
点
で
は
、

相
当
な
因
難
が
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
。
漢
訳
で
は
、
一
様
に
「
法

法
成
就
」
「
法
随
法
行
」
「
法
次
法
向
」
と
言
っ
た
具
合
で
、
要
領

を
得
た
訳
し
方
と
は
思
わ
れ
な
い
。
尤
も
、
こ
の
こ
と
は
目
自
白
四

と
い
う
概
念
の
難
し
さ
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
漢
訳
を

安
易
に
依
用
し
が
ち
な
我
々
よ
り
も
、
か
え
っ
て
欧
米
の
学
者
の

方
が
、
そ
の
語
義
の
解
釈
に
勝
れ
た
点
も
看
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本

項
で
は
、
多
少
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
一
寸
そ
れ
ら
の
見
解
か

ら
ふ
れ
て
み
た
い
。

Ｑ
冒
昌
日
習
且
目
白
日
名
農
冒
鼻
武
を
、
そ
の
言
語
分
析
よ
り

あ
る
。
大
乗
佛
教
の
教
相
の
一
面
に
、
。
〈
－
リ
佛
教
の
特
色
を
看

取
し
得
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
、
こ
の
複
合
詞
に
関
す
る
教
理
上
、
特
に
顕
著
な
点
で

あ
っ
た
。

三

4Jー
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比
較
的
詳
細
に
検
討
を
加
え
直
し
た
の
は
ガ
イ
ガ
ー
で
あ
る
。

然
し
、
そ
れ
と
て
も
決
し
て
満
足
す
べ
き
解
答
に
至
ら
ぬ
理
由

は
、
こ
の
複
合
詞
に
対
す
る
思
想
上
の
位
置
づ
け
が
未
だ
明
確
視

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
拠
る
よ
う
で
あ
る
。
チ
ィ
ル
ダ
ー
ス
は

胄
旨
目
騨
日
日
四
を
単
に
「
小
さ
い
方
の
、
或
は
下
位
の
号
昌
ご
自
己

と
解
し
、
例
え
ば
ｄ
富
日
日
儲
累
↑
宮
武
四
画
目
目
目
白
四
８
国

（
シ
ｚ
，
旨
や
巴
を
「
彼
は
高
位
の
状
態
を
得
る
た
め
に
、
下

⑨

位
の
義
務
を
実
行
す
る
」
と
す
る
の
み
て
あ
る
。
こ
の
理
解
は

佛
音
の
釈
義
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
チ
ィ
ル
ダ
ー
ス
が

ロ
ロ
四
円
ロ
ロ
罵
勗
の
④
伊
ロ
ロ
ロ
ロ
四
口
目
ロ
四
○
四
ロ
ロ
ー
と
Ｑ
己
騨
Ｈ
ｐ
Ｈ
ｐ
目
〕
ロ
包
冒
騨
段
ロ
‐

冒
増
農
君
鼻
武
と
を
全
く
同
概
念
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
傾
首
し

難
い
面
が
あ
る
。
勺
，
目
．
切
辞
典
含
．
雪
）
は
、
こ
の
複
合
詞
の
ニ

カ
ー
ヤ
の
一
般
的
主
意
は
「
に
従
っ
て
、
即
ち
Ｑ
け
四
日
目
四
に
対

す
る
論
理
的
継
続
の
中
で
」
に
な
ろ
う
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

そ
こ
で
前
記
の
騨
口
且
彦
幽
日
目
騨
ｏ
胃
旨
を
己
ぽ
ゅ
目
白
倭
と
の
完

全
な
一
致
の
も
と
で
歩
む
者
」
、
Ｑ
富
白
目
目
目
冨
日
日
少
冨
官
買
↑
‐

冒
国
を
国
目
白
目
騨
の
完
全
さ
を
マ
ス
タ
ー
す
る
者
」
と
し
、

騨
口
且
冒
日
目
色
の
解
釈
に
文
法
的
分
析
の
一
面
を
と
ど
め
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
解
釈
は
ガ
イ
ガ
ー
に
負
う
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
限
り
に
於
い
て
勺
・
目
砂
辞
典
の
理
解
は
一
方
的
で
あ
る
。

⑩

こ
れ
と
同
解
釈
に
立
つ
の
が
、
戸
．
○
．
フ
ラ
ン
ヶ
で
あ
る
。
彼
は

四
国
巨
富
目
白
⑳
に
「
に
従
っ
て
」
と
「
教
え
に
従
っ
て
」
の
二
義

を
認
め
る
立
場
に
あ
る
が
、
例
え
ば
Ｑ
ロ
四
目
日
蝕
⑩
笛
命
ら
且
旨
四
日
‐

日
四
ｏ
目
．
旨
の
中
の
目
騨
日
日
監
茜
は
同
じ
語
の
重
複
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
に
何
等
の
意
味
も
な
い
で
あ
ろ
う
点
を
力
説
し
て
い
る

そ
れ
故
に
彼
は
＆
国
目
白
目
且
富
日
日
少
冨
巨
富
蔓
を
「
教
え
に

従
っ
て
生
活
す
る
こ
と
」
と
読
解
す
。
へ
き
で
あ
り
、
チ
ィ
ル
ダ
ー

ス
の
様
に
、
両
方
の
目
色
日
日
い
が
主
と
副
の
関
係
に
あ
る
、
と

の
解
釈
を
認
め
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ケ
が
提
示
し
た
空
ロ
目
冒
‐

白
目
四
の
二
義
は
、
目
餌
目
目
色
自
体
の
語
義
分
析
に
よ
る
そ
の
相

異
に
基
づ
い
て
お
り
、
こ
の
複
合
詞
の
前
後
の
意
味
合
い
、
或
は

教
理
上
の
考
察
か
ら
推
し
て
、
是
く
読
み
得
る
と
い
う
処
断
で
は

な
い
。
既
に
閏
〕
且
冒
目
９
画
が
ニ
カ
ー
ャ
一
般
に
於
い
て
独
立

し
た
語
法
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
冨
匡
冒
甚
等
が
複

合
さ
れ
、
。
ｇ
日
日
尉
闇
が
附
入
さ
れ
た
意
図
が
、
こ
の
複
合
詞

に
は
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
単
に
同
じ
語
の
重
複
で
あ
り
、
号
騨
‐

日
日
陽
の
夢
自
体
に
は
何
等
の
意
味
が
な
い
、
と
す
る
解
釈
に
は
疑

問
が
残
る
。
そ
の
点
で
、
フ
ラ
ン
ヶ
に
於
い
て
は
未
だ
そ
の
真
意

が
明
確
で
は
な
い
。
次
い
で
、
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
は
、
Ｑ
旨
ｏ
己

勺
昌
己
，
の
解
釈
を
是
認
し
つ
つ
、
佛
教
梵
語
と
し
て
の
巳
〕
少
昌
国
＃

一
昌
昌
国
国
鳥
↑
と
巳
〕
胃
旨
溺
ご
召
］
目
冒
『
昌
四
と
が
、
意
義
に
於

ｑ，

い
て
相
応
す
る
、
と
理
解
す
る
。
勿
論
そ
の
場
合
↑
号
胄
昌
騨
、
冨
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を
単
な
る
重
複
と
は
せ
ず
、
複
合
詞
全
体
か
ら
解
釈
す
べ
き
で
あ

ろ
う
と
明
言
し
つ
つ
、
こ
れ
に
「
法
の
真
な
る
方
法
」
（
苔
①
甘
口
①

日
の
目
８
日
昔
①
冨
言
）
と
の
意
味
を
与
え
て
い
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
彼
の
理
解
は
佛
教
梵
語
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
。
ハ
ー
リ
佛
教
に
即
応
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
け

だ
し
、
彼
自
身
は
結
果
的
に
そ
れ
を
認
め
た
こ
と
に
な
っ
て
は
い

る
。
そ
の
点
の
子
細
が
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
彼
の
こ
の
解
釈
に
は

一
応
注
意
を
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
胃
〕
冒
色
冨
日
冒
襲
（
名
詞
）

と
ど
旨
Ｑ
置
硝
白
目
沙
日
（
副
詞
）
と
に
対
す
る
Ｑ
岸
旨
巴
も
己
］
己
（
や

こ
こ
の
分
析
は
、
こ
の
複
合
詞
の
多
義
性
と
そ
の
厳
密
な
点
で
参

⑫

考
す
。
へ
き
面
、
も
多
い
が
、
多
分
に
佛
音
の
註
釈
に
依
存
し
過
ぎ
た

感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
が
依
所

と
し
た
《
局
揖
胃
冒
①
昏
且
』
と
い
う
解
釈
は
、
チ
ィ
ル
ダ
ー
ス
等

に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
９
日
Ｏ
己
喝
倒
武
己
と
並

ん
で
ガ
イ
ガ
ー
の
解
釈
に
は
、
目
蛍
目
白
圏
自
体
の
語
義
分
析
を

⑬

交
え
て
最
も
精
級
な
操
作
が
為
さ
れ
て
い
る
。
目
四
目
目
色
を
「
規

定
」
、
「
事
由
」
、
「
真
実
」
、
「
教
え
」
の
四
義
に
分
析
す
る
彼
ら

の
、
二
昌
目
騨
冒
昌
雲
へ
の
理
解
は
、
形
容
詞
苧
昌
且
冒
三
三
沙
「
法

に
従
っ
た
」
（
《
一
①
白
目
．
言
一
鴨
〕
己
」
号
日
〔
言
の
国
厨
冒
①
こ
〕
の
目
）

か
ら
始
ま
る
。
形
容
詞
か
ら
の
画
、
三
一
三
〕
自
己
コ
ョ
ョ
は
「
規
定
」
に

拠
っ
て
「
正
し
い
方
法
」
と
さ
れ
、
順
次
「
に
従
っ
て
」
、
「
真
実

に
従
っ
て
」
、
「
教
え
に
従
っ
て
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

中
、
「
教
え
に
従
っ
て
」
が
、
合
塑
冒
言
目
且
冨
冒
日
騨
に
与
え
ら
れ

た
意
味
で
あ
る
。
即
ち
、
号
妙
白
目
目
巨
富
白
目
四
日
冨
言
冨
昌
〕
四

「
教
え
に
従
っ
て
ふ
る
ま
う
者
」
が
、
こ
の
複
合
詞
の
端
的
な
意
味

と
さ
れ
る
。
尤
も
、
重
複
す
る
目
色
目
白
鯉
に
対
し
て
は
、
特
別

の
意
義
を
認
め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
昌
昌
色
冨
冒
冒
四
○
胃
目

と
の
相
異
を
「
意
味
に
於
い
て
近
い
関
係
」
と
し
、
全
同
と
は
み

て
い
な
い
。
た
だ
し
か
し
、
ガ
イ
ガ
ー
の
論
究
が
極
め
て
厳
密
で

あ
る
反
面
、
実
際
上
、
複
合
さ
れ
る
冨
号
國
昏
等
、
或
は
。
習
冒

が
有
す
る
そ
れ
ら
独
自
の
語
義
解
釈
が
暖
昧
、
且
は
一
方
的
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
旦
冨
日
日
目
匡
・
旨
四
目
目
勢
‐
冒
官
‐

も
印
邑
冒
○
司
曽
閏
四
首
３
日
旨
も
具
も
創
口
巳
○
四
ロ
ロ
ロ
ロ
四
日
日
蝕
３
国
）
命
ｚ
，

ぐ
弔
鵠
ｏ
』
ロ
ｚ
・
口
や
届
函
↑
①
甘
・
）
の
文
面
で
、
そ
れ
ら
の
語
句

が
次
第
通
り
に
指
示
し
て
い
る
教
理
上
の
意
味
合
い
は
、
単
に

合
鴛
昌
目
騨
の
解
釈
か
ら
の
み
で
は
、
幾
分
そ
の
本
意
を
欠
く
危

険
を
持
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
れ
故
、
か
か
る
複
合
詞
の
場
合
、

教
理
面
で
現
わ
さ
れ
る
概
念
に
充
分
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
四
預
流
支
と
の
関
連
に
あ
る
こ
の
複
合
詞
に
対
す
る
ガ
イ
ガ

ー
の
解
釈
は
、
「
或
る
者
が
そ
れ
ら
（
号
“
ヨ
ョ
習
邑
言
目
白
砦
黒
一
‐

冒
言
等
四
支
）
を
行
な
い
、
專
心
し
、
『
流
れ
の
中
に
踏
み
入
る

こ
と
の
結
果
』
そ
れ
自
体
を
体
得
す
る
。
即
ち
、
そ
れ
ら
は
『
流

イ扁
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四
口
目
富
白
日
鯉
の
使
用
度
に
比
し
て
、
こ
の
語
義
を
明
瞭
に
釈

義
す
る
箇
処
は
、
’
一
カ
ー
ャ
中
に
極
め
て
少
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

こ
の
語
義
の
了
解
が
、
既
に
一
般
的
使
用
に
応
え
る
ま
で
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
の
少
な
い
文
例
も
、
幾
分

定
型
化
さ
れ
た
構
文
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
勿
論
そ
こ
に
は
、
大

義
釈
の
如
く
「
覚
へ
の
随
法
」
（
弓
自
白
勺
撹
］
）
と
註
し
、
或

⑭

は
四
口
目
富
日
日
画
自
体
が
「
行
道
」
念
員
君
四
目
）
と
し
て
の
概

念
を
含
み
得
る
と
定
義
す
る
趣
き
が
、
未
だ
あ
る
訳
で
は
な
い
。

相
応
部
三
十
九
経
か
ら
四
十
二
経
中
に
述
ゞ
へ
ら
れ
る
砧
昌
口
目
‐

れ
に
入
る
こ
と
」
を
助
勢
し
て
、
真
実
に
通
暁
え
せ
し
め
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
冒
包
冨
言
等
に
対
す
る
ガ
イ
ガ
ー
の
理
解

は
主
様
に
《
ぐ
①
昌
四
岸
①
』
〕
》
富
』
己
里
臼
〕
》
国
①
鼓
茸
唱
侭
…
で
あ
り
、

凶
ご
且
冨
日
日
四
の
特
殊
な
見
解
と
し
て
「
正
し
い
推
論
」
（
儲
旨
頁
‐

猛
①
司
○
両
日
匡
品
）
、
「
考
量
、
把
握
」
（
固
弓
荷
冒
拓
》
犀
匡
箆
閉
呂
侭
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。
画
ロ
且
冒
日
日
餌
の
こ
の
理
解
は
、
む
し
ろ
、

冨
宣
冒
茸
畳
と
の
関
連
で
考
え
る
熱
へ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
い
く
つ
か
の
現
今
の
所
論
を
参
見
し
て
来
た
。
こ
れ
ら

を
も
と
に
、
次
項
で
は
こ
の
複
合
詞
の
言
語
上
の
問
題
を
中
心
に

考
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

四

四
日
目
四
（
比
丘
ら
よ
、
法
に
従
っ
て
行
ぜ
る
比
丘
に
は
、
こ
の
随
法
が
あ

る
。
め
ｚ
“
昌
詞
き
）
は
、
五
語
の
各
々
に
つ
い
て
無
常
、
苦
、
無
我

を
随
観
（
四
国
ロ
冨
閏
）
し
、
随
観
せ
ば
遍
知
し
（
冒
昌
習
働
ｇ
、
遍

知
せ
ば
解
脱
す
る
（
冒
凰
日
ロ
８
四
ｓ
、
と
い
う
法
の
随
順
性
を
意

味
し
つ
つ
、
同
時
に
号
蝕
目
目
目
且
冒
日
日
名
農
』
菌
ご
邑
騨
な
る

実
践
の
次
第
性
を
も
意
味
し
て
い
る
（
同
閨
日
固
弓
巴
。
こ
の

こ
と
は
、
四
目
ロ
冒
閏
が
圃
昌
日
匡
ｏ
８
丘
に
通
達
す
る
、
と
い
う

言
語
概
念
か
ら
も
眺
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
理
法
を
随
観

し
（
秒
ロ
ロ
も
四
の
閏
）
、
完
全
に
脱
す
（
冨
凰
‐
日
ロ
ｏ
８
は
）
、
と
い
う
法

の
随
順
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
随
順
性
（
沙
昌
ロ
‐
）
こ
そ
は
、
次
い

で
何
も
の
か
を
予
期
し
得
る
概
念
と
解
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
世

欲
に
心
を
傾
け
た
人
に
は
…
中
略
：
．
そ
れ
に
随
順
せ
る
〔
法
〕

（
ｇ
３
国
目
目
白
白
目
）
Ｉ
即
ち
か
か
る
世
欲
に
心
を
傾
け
た
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
法
（
目
”
日
日
四
）
Ｉ
が
随
考
さ
れ

（
四
口
目
ぐ
詳
己
烏
①
丘
）
、
随
観
さ
れ
（
留
日
ぐ
月
日
①
丘
）
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
喜
び
（
ぐ
茸
目
）
が
得
ら
れ
る
愈
冒
冒
豆
」
（
旨
ｚ
、
冒
勺
囲
望

と
い
う
よ
う
に
、
曽
旨
‐
目
沙
日
目
色
は
ぐ
詳
武
を
予
期
し
得
る
点

に
於
い
て
随
順
性
で
あ
る
。
世
欲
に
心
を
傾
け
る
、
と
い
う
点
に

於
い
て
次
第
性
を
含
ん
で
い
る
。
「
比
丘
ら
よ
、
信
あ
る
弟
子
で
あ

り
、
師
の
教
え
に
於
い
て
熱
心
に
務
め
る
に
よ
り
（
ｇ
己
冒
魍
冨

ぐ
異
国
ｇ
）
、
こ
の
随
法
（
豊
〕
且
冒
昌
目
四
）
が
あ
る
」
（
旨
ｚ
自
己
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鴬
ｅ
云
々
と
説
か
れ
る
に
於
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
臼
ご
‐
（
随
順
性
）
に
関
す
る
言
語
哲
学
の
一
面
を
、

我
々
は
多
く
一
一
カ
ー
ヤ
中
に
於
い
て
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
、
上
述
の
如
き
煙
国
巨
‐
の
言
語
概
念
は
、
次
の
文
例
中
に
求
め

ら
れ
る
で
あ
る
》
（
ノ
。
即
ち
、
。
⑳
Ｏ
３
ｐ
侭
胃
目
四
日
ヴ
巨
丙
炭
げ
ゅ
ぐ
①

Ｑ
彦
湧
饒
巨
計
画
Ｐ
ｐ
ｍ
員
ロ
く
い
○
四
め
ゆ
も
四
吋
胃
○
昇
凹
邑
四
叫
口
員
〕
四
口
ゆ
め
四
コ
ロ
も
の
］
肉
］
肉
固
洋
画
ｌ

シ

ロ
四
国
〕
Ｑ
芦
宮
面
葺
冒
倒
の
ｐ
も
も
秒
ｐ
ご
】
ａ
ａ
面
倒
国
少
【
ロ
○
画
命
庁
劉
Ｈ
Ｏ
⑳
ご
扇
塑
》
門
口
の
四

目
三
門
目
匡
国
》
念
ｚ
，
昌
己
扁
巳
と
言
え
る
中
に
求
め
ら
れ
る

言
語
間
の
相
関
性
は
、
騨
自
彊
冨
ｌ
富
国
。
］
菌
四
目
Ｒ
罵
言
国

ロ
■
、
Ｈ

１
冨
口
ぐ
匡
旨
四
で
あ
る
．
「
耳
に
随
入
せ
る
、
語
に
て
熱
知
せ

る
、
意
に
て
観
察
せ
る
、
見
に
て
善
く
通
達
せ
る
諸
法
」
と
は
、

■
、
四

目
ロ
‐
Ｉ
冒
昌
‐
自
口
‐
口
己
色
軍
に
よ
っ
て
意
味
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
の
認
識
論
的
立
場
を
内
示
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
ゅ
目
眉
呂
‐

屏
冒
菌
Ｉ
冒
匡
ａ
＆
菌
は
、
後
に
。
〈
－
リ
論
に
於
け
る
随
覚
智⑮

（
勢
口
呂
○
号
四
目
目
）
と
通
達
智
（
菌
日
割
①
巳
国
目
５
）
と
の
相
関
性

に
発
展
せ
ら
れ
る
如
く
、
言
わ
ば
見
道
と
し
て
の
聖
諦
現
観
を
意

図
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
類
の
一
文
は
、
《
菌
‐

洋
屋
凶
門
口
己
妙
の
⑭
煙
ロ
ロ
四
国
貝
昼
倒
ご
沙
戸
口
あ
め
ロ
鈴
働
け
○
目
は
。
豈
騨
庁
倒
ぐ
四
○
四
の
秒

？

ｂ
少
昌
○
再
倒
閂
己
曾
匡
四
の
砂
冒
ロ
ロ
⑦
一
門
丙
ご
詳
倒
Ｑ
］
茸
ぽ
ご
渕
倒
の
口
も
℃
四
口
ご
目
Ｑ
Ｑ
面
倒
）

ト

ｅ
ｚ
・
日
や
麗
切
類
文
は
め
ｚ
，
ぐ
詞
鵠
巴
で
あ
る
。
前
記
の
文

例
に
表
出
さ
れ
る
「
耳
」
、
「
語
」
は
、
今
の
一
文
中
で
は
各
々

冨
冒
‐
、
呂
薗
、
“
巳
畠
国
ぐ
四
８
３
に
相
応
す
る
が
、
更
に
こ
れ
ら

の
相
応
は
、
第
二
項
の
冒
頭
に
掲
げ
た
分
類
⑳
９
百
閉
口
団
ｌ

ｇ
２
冒
目
目
冑
騨
ｌ
Ｑ
頁
目
自
習
二
号
閏
冒
園
冨
官
冨
目
幽
ｌ

笛
目
。
乞
騨
言
冨
目
山
Ｉ
煙
昌
且
冒
目
園
。
肖
冒
（
ロ
ｚ
，
自
己
］
Ｅ
》

卜

の
ｚ
，
ぐ
も
出
臼
』
シ
ｚ
，
弓
や
臼
Ｐ
の
８
）
と
、
分
類
③
呂
薗
ご
目

。
騨
目
四
日
目
目
四
日
目
習
農
且
脚
房
○
冒
酋
１
号
四
国
旨
自
８

。
ぽ
ぃ
目
目
Ｐ
国
騨
自
国
＃
置
口
。
⑳
。
胃
房
丙
冨
ロ
○
は
Ｉ
四
茸
彦
四
目
四
口
ｐ
ゆ
く
秒

卜
ト

史

ロ
ゴ
餌
国
目
ご
騨
民
ロ
四
国
ロ
画
昌
餌
包
声
色
計
ｐ
Ｈ
ご
倒
国
冒
旦
ぽ
ゆ
同
旨
ゴ
四
℃
四
宮
も
沙
冒
昌
○
○
画

丘
○
は
（
シ
ｚ
，
閂
ロ
忠
〕
同
胃
ど
も
ロ
圏
］
由
》
同
月
ぐ
弔
画
器
〕
①
言
・
）
と

に
照
応
し
得
る
。
一
方
、
「
意
」
以
下
に
つ
い
て
は
、
ｍ
○
国
司
且
‐

目
目
Ｉ
Ｑ
ｇ
日
日
且
冒
国
目
Ｉ
餌
詐
冒
冨
冨
儲
時
丙
ｇ
Ｉ

Ｑ
置
曽
ヨ
ゴ
目
且
冨
日
日
名
農
君
鼻
は
（
衿
ｚ
，
ぐ
己
届
ど
の
次
第
が

見
い
だ
せ
る
か
ら
、
こ
こ
に
実
は
閣
詐
冒
冨
冒
尉
時
丙
冨
ｌ
騨
詐
‐

菌
目
四
国
ロ
豊
四
巳
国
日
日
沙
冒
餌
ロ
ロ
ミ
煙
が
補
足
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
前
例
の
日
四
国
四
８
謁
慧
常
罫
ご
言

（
意
に
て
観
察
せ
る
）
と
は
、
当
に
四
ヰ
冒
冨
、
亀
静
雲
邑
（
義
の
完
全
３４

な
る
観
察
）
を
内
含
せ
る
と
こ
ろ
の
目
勢
口
騨
印
の
随
順
性
と
し
て
、

そ
こ
に
通
達
せ
ら
る
今
へ
き
対
象
た
る
法
を
予
期
し
得
る
は
ず
で
あ

る
。
ｄ
旨
宮
司
２
℃
ｂ
四
回
国
目
目
ご
四
目
と
は
、
か
か
る
意
味
に

於
い
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
餌
洋
冨
白
沙
ロ
ロ
‐

昌
曾
（
義
を
知
り
）
ロ
ロ
四
日
目
沙
目
湧
己
邑
昌
四
（
法
を
知
り
て
）
と
あ
る
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に
よ
っ
て
う
か
が
え
る
。
更
に
注
意
す
、
へ
き
点
は
、
Ｑ
園
日
日
目
屋
‐

号
四
日
日
名
翼
君
鼻
武
の
意
味
内
容
で
あ
る
。

動
詞
冨
官
冨
冒
は
（
冒
四
は
冨
々
餌
巳
が
、
ニ
カ
ー
ヤ
一
般
に
於

い
て
用
い
ら
れ
る
例
は
極
め
て
多
い
と
言
え
る
。
そ
こ
て
の
そ
れ

ら
の
意
味
は
《
さ
①
貝
閏
口
冒
ロ
、
或
は
《
甘
唱
昌
○
侭
、
（
も
目
⑫
己
）

で
あ
り
、
端
的
に
は
「
行
く
」
を
意
味
し
て
い
る
。
尤
も
、
概
念

「
行
く
」
が
↑
佛
道
実
践
を
意
味
す
る
「
行
ず
る
」
（
胃
月
蝕
の
。
』

冒
匙
ａ
“
目
》
冒
騨
武
名
①
》
弓
農
冒
冨
Ｉ
接
頭
辞
冒
餌
は
‐
「
対
向
し
て
」

は
現
代
諸
言
語
の
中
で
、
「
実
践
」
の
概
念
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
）

と
し
て
解
さ
れ
る
内
景
に
は
、
法
に
対
す
る
認
識
論
的
把
握
が
特

色
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
対
象
と
な
る
詞
へ
き
法
、

即
ち
、
実
は
そ
の
裏
に
実
践
体
系
を
明
示
し
て
い
る
法
は
、
論
理

的
把
握
に
よ
っ
て
初
め
て
「
行
ず
る
」
と
い
う
実
践
概
念
Ｉ
即

ち
、
官
煙
は
‐
性
Ｉ
と
し
て
標
傍
さ
れ
る
。
た
と
え
て
、
苦
・
集
．

減
・
道
な
る
四
諦
の
認
識
（
聖
諦
現
観
）
に
関
し
て
言
え
ば
、
長
部

第
三
十
四
経
（
己
騨
の
ロ
ヰ
胃
ｐ
の
具
３
日
四
）
の
十
項
目
類
別
の
教
理
体

系
に
於
い
て
看
取
さ
れ
る
如
く
＄
彼
の
十
項
目
は
、
苦
・
集
・
減
．

、

、

道
の
認
識
的
次
第
を
ひ
る
が
え
し
て
、
実
は
道
・
苦
・
集
・
減
の

⑰

実
践
的
次
第
を
示
現
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
実
践
概
念
と
し
て
の
「
行
ず
る
」
は
、
認
識
概
念
↑
把
持
の

意
味
を
内
景
と
す
る
、
と
言
え
よ
う
。
「
彼
は
老
死
を
知
り
令
且
‐

習
国
丘
）
…
：
．
乃
至
…
…
老
死
の
集
・
域
・
減
に
趣
け
る
道
（
冒
言
‐

冨
尉
）
を
知
る
。
是
の
如
く
把
握
せ
る
者
今
鼻
目
冨
宮
冨
口
旨
○
）

に
は
随
法
行
が
あ
る
（
ｏ
動
冒
は
四
口
目
厨
日
日
秒
３
国
）
」
命
ｚ
・
自

己
望
》
や
旨
望
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
目
昏
倒
も
呉
君
凹
昌
巨
騨
と
は
、

苦
・
集
・
減
・
道
の
「
知
」
を
指
す
に
他
な
ら
な
い
。
今
、
冒
匡
‐

冒
昌
目
Ｐ
を
「
把
握
せ
る
者
」
と
解
し
た
が
、
こ
れ
が
知
的
実
践
と

し
て
の
「
行
」
を
意
味
し
て
い
る
に
つ
い
て
は
、
上
記
し
た
通
り

で
あ
る
。

そ
こ
で
。
ｇ
白
目
目
ｐ
Ｑ
冨
冒
日
名
員
君
胃
菖
の
意
味
内
容
で
あ

る
が
、
先
の
ｅ
言
冨
乱
曽
弓
農
冒
呂
目
は
、
い
わ
ゆ
る
見

道
に
於
い
て
得
る
と
こ
ろ
の
、
呉
昏
四
目
目
目
冒
目
四
日
目
四
日

四
口
ロ
昌
四
と
い
う
智
見
を
指
し
つ
つ
、
次
い
で
、
知
的
実
践
が

為
さ
れ
、
或
は
為
さ
れ
た
こ
と
の
確
証
と
し
て
「
法
に
関
し
て

ａ
富
白
目
儲
函
）
、
法
に
従
っ
て
（
倉
冒
畠
冒
目
白
、
↑
）
、
完
全
に
行
ず

る
ｌ
知
的
実
践
、
即
ち
把
持
’
こ
と
（
青
畳
冨
昌
）
」
、
即
ち

号
騨
９
日
目
二
号
四
日
目
少
冨
ロ
冨
甚
が
、
理
知
的
概
念
を
よ
り
濃

く
し
て
、
実
践
体
系
の
中
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。
昌
冒
（
言
坐
目
昌
》
一
（
法
に
従
っ
て
）
と
は
、
対
象
た
る
法
の
論
理

的
過
程
、
法
の
次
第
性
（
苦
・
集
・
滅
・
道
）
で
あ
り
、
同
時
に
そ

れ
は
随
順
性
（
道
・
苦
・
集
・
減
）
と
し
て
、
「
減
」
を
予
期
し
得
る

概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
分
類
④
中
の
掛
目
ｏ
』
富
‐
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言
富
国
口
騨
（
正
し
く
行
ぜ
る
者
）
は
↑
こ
の
複
合
詞
を
意
味
に
於
い
て

補
足
強
意
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
原
始
経
典
に
於
け
る
号
四
日
目
曾
昌
巳
〕
少
目
日
名
農
乞
鼻
含

の
概
念
に
つ
い
て
一
言
し
て
来
た
。

こ
の
複
合
詞
が
、
後
に
見
道
、

修
道
、
無
学
道
の
実
践
体
系
の
内
で
特
定
の
地
位
を
得
る
そ
の
要

因
を
、
既
に
一
一
カ
ー
ヤ
の
中
で
看
取
し
た
こ
と
に
な
る
力・
動
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
阿
含
本
来
の
実
践
道
か
ら
は
、
幾
分
隔
た
っ
た
概
念

に
な
る
。

主局①
⑳
ｚ
・
弓
弓
．
鵠
や
囲
房

②
そ
れ
ら
は
茜
層
ｐ
ｐ
ｍ
“
‐
闇
言
“
①
ご
図
．
唾
且
目
四
日
目
段
‐
“
Ｐ
く
聾
］
国
》
旨
‐

冒
岫
○
‐
曽
騨
ロ
協
涛
胃
四
、
口
彦
四
日
目
四
画
ご
皇
国
冒
冒
画
も
鼻
弓
呉
ロ
で
あ
る
。

実
践
過
程
を
側
面
か
ら
眺
め
て
、
そ
の
全
体
像
よ
り
預
流
を
指
示
す

る
と
い
う
点
を
考
え
れ
ば
、
四
不
壊
浄
預
流
支
説
よ
り
も
、
預
流
の

概
念
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

③
こ
の
場
合
の
Ｐ
巨
噌
の
解
釈
に
も
問
題
が
あ
ろ
う
が
、
〔
言
四
日
旨
‐

沙
口
且
冒
冒
日
名
鼻
君
胃
匪
と
四
口
咽
と
関
連
し
た
用
例
が
な
い
訳

で
は
な
い
。
ゞ
①
昇
国
ヨ
ロ
ロ
閏
冒
〕
国
］
］
ロ
Ｑ
ぽ
ゅ
昌
冒
§
鼻
も
四
口
冒
胃
。
貝
冒
口
僻

己
騨
目
的
の
国
学
の
四
Ｈ
ｐ
Ｐ
屋
口
倒
醗
四
烏
騨
引
口
、
酔
計
斤
戸
酔
引
段
口
］
］
目
⑦
ご
ｐ
斤
罵
昇
酔
Ｒ
ｐ
印
①

び
ゅ
日
騨
］
旨
圃
協
騨
目
騨
》
（
ロ
ｚ
，
旨
や
侭
と
。
こ
の
場
合
の
Ｐ
口
盟
は

「
質
」
の
意
味
に
解
さ
れ
る
。

④
段
冒
Ｐ
二
一
融
鴨
国
（
成
就
）
を
房
曾
（
因
）
と
す
る
解
釈
は
他
に
も

用
例
が
あ
る
。
《
旨
。
言
乞
５
勺
言
一
二
胃
（
冒
営
二
二
一
〕
①
巨
鋲
昌
二
自
昌
鰐
‐

ぬ
Ｐ
斤
○
昌
肉
吟
邑
烏
凹
官
一
茸
匡
風
三
色
。
胃
胃
騨
生
国
娠
騨
斤
騨
昌
昌
〕
Ｐ
日
冒
、
昌
吊
四
国
色

］
５
国
威
〉
（
シ
ｚ
，
胃
ぐ
亨
路
巴
。
こ
こ
で
、
宅
鼻
ご
壹
画
口
騏
（
「
思
い
」

忌
寧
く
副
劃
は
留
日
砂
口
目
咽
冨
を
受
け
る
語
で
あ
り
、
法
の
成

就
が
何
も
の
か
を
明
ら
か
す
念
§
‐
く
副
剖
と
の
意
味
で
あ
る
。
即

ち
、
＄
目
色
ロ
目
咽
３
（
“
四
日
‐
ｓ
富
田
‐
く
倒
副
）
は
可
能
性
を
孕
ん
で

い
る
。
こ
の
一
文
の
前
に
岸
○
国
口
唇
。
ｇ
門
冒
冨
扁
曾
］
８
ｇ
ｏ
‐

ｇ
望
○
》
胃
〕
国
ｐ
宅
も
農
邑
倒
目
騨
曽
攪
四
国
日
巳
国
日
日
且
①
伽
伊
ロ
画

冨
ロ
巨
国
は
：
…
・
』
が
あ
っ
て
、
胃
目
〕
窟
。
８
苫
は
、
３
日
曾
昌
四
‐

鴨
苗
の
全
的
概
念
に
相
応
す
る
。

⑤
普
也
扇
面
弓
偶
に
は
、
こ
の
四
支
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
諸

法
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
明
確
に
四
支
が
顕
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

或
は
、
こ
れ
ら
と
類
似
し
た
法
に
Ｏ
胃
画
風
・
農
園
巳
（
四
輪
、
天

人
輔
、
四
大
輪
）
が
あ
る
が
、
こ
の
方
は
古
い
偶
文
中
に
四
支
と
し

て
説
か
れ
て
い
る
（
蟹
．
蹟
Ｆ
ｇ
Ｐ
目
５
．
や
留
大
正
四
、
頁
五
七

五
、
同
頁
六
○
九
ａ
）
。

⑥
旨
ｚ
，
目
や
画
鹿
（
欠
）
。
そ
の
他
冨
Ｚ
．
Ｈ
や
浅
い
（
欠
）
》
員

や
届
司
消
目
や
］
夙
（
欠
）
》
届
曾
、
ｚ
，
目
や
忠
（
欠
）
・
胃
目
や

、
角
ぐ
や
望
》
ぐ
ロ
ミ
シ
ｚ
・
目
ロ
岳
・
（
欠
）
．
ぐ
や
晟
帯

（
欠
）
は
漢
訳
を
欠
く
こ
と
を
指
す
。
こ
の
類
の
経
に
漢
訳
を
欠
く

も
の
が
多
い
こ
と
は
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

⑦
缶
ｚ
，
弓
ロ
圏
貝
欠
）
。
そ
の
他
シ
ｚ
，
目
勺
弓
（
欠
）
〕
昌
弓
．

③
大
乗
琉
伽
行
に
於
け
る
こ
の
実
践
次
第
に
つ
い
て
は
、
野
沢
静
証

氏
の
所
論
（
「
大
乗
佛
教
琉
伽
行
の
研
究
」
京
都
・
法
蔵
館
、
昭
和

三
十
二
年
三
月
、
頁
二
十
一
）
が
あ
る
。
紙
枚
の
制
限
上
、
本
論
で

は
そ
の
詳
細
を
は
ぶ
い
た
。
尚
、
有
部
論
書
で
は
（
集
異
門
足
論
巻

、

九
）
、
「
自
利
行
有
、
利
他
行
無
」
の
補
特
伽
羅
と
し
て
、
「
彼
於
一
一
諸

法
一
為
し
知
し
義
故
為
し
知
し
法
故
。
精
勤
修
．
習
法
随
法
行
和
敬
行
随
法
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行
こ
（
大
正
二
六
、
頁
四
○
四
ｃ
）
を
掲
げ
る
が
、
こ
こ
に
は
和
敬

行
（
、
冒
旨
。
】
胃
煙
昌
〕
胃
は
）
、
随
法
行
（
曽
旨
合
胃
日
名
国
営
冒
笠
）
が

附
加
さ
れ
て
お
り
、
一
方
こ
れ
に
相
当
す
る
．
ハ
ー
リ
文
で
は
（
シ
ｚ
・

目
．
や
弓
）
、
こ
れ
ら
二
法
を
欠
い
て
い
る
。

⑨
局
．
。
．
○
ご
匡
日
の
”
シ
己
旨
威
日
勗
ｑ
ｇ
夢
①
勺
竺
昏
嗣
四
品
巨
品
①
）

Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
ｐ
》
昌
函
司
回
回
嵯
］
。

⑩
園
．
○
．
印
画
目
①
》
目
哩
国
口
時
留
凹
量
如
国
巨
３
号
獄
耐
四
品
①
口

目
①
弾
①
Ｑ
①
印
園
巨
旦
口
冒
⑩
武
の
○
ロ
①
口
尉
四
目
○
口
、
．
⑦
鼻
は
ロ
鴨
ロ
》
岳
届
》
い

］
酋
炉
ロ
日
．
ｐｌ

⑪
同
両
品
の
耳
○
口
《
団
国
ｍ
ｄ
ゞ
や
喝
。
尚
、
エ
ジ
ャ
ー
ト
ン
は

。
ｇ
『
日
騨
豊
騨
８
口
目
ａ
ロ
胃
日
四
日
冒
胃
５
且
瀞
』
に
於
け
る
胃
騨
‐

は
冒
身
。
を
《
３
異
国
目
と
解
し
つ
つ
も
《
３
目
色
ｏ
蔵
の
①
〕
に
疑

間
を
い
だ
い
て
い
る
。

⑫
佛
音
の
釈
義
は
大
別
し
て
次
の
三
通
り
に
な
る
。

『
止
己
ゆ
く
ｍ
ｌ
ぐ
〕
。
ｐ
四
』
○
丙
口
汁
詐
沙
Ｈ
ｍ
ｌ
ｇ
巨
四
昌
冒
群
昌
騨
ゆ
め
沙
凹
ロ
ロ
Ｑ
彦
勲
ロ
〕
Ｈ
ｐ
ｐ
ｐ
】
ロ
ロ
１

１

卜

弓
四
‐
ｇ
凋
璽
‐
ｇ
宜
冒
８
日
冒
宮
君
国
ロ
。
．
（
或
は
』
］
騨
二
山
口
ロ
色
目
ざ
‐

溝
口
寺
庁
四
吋
④
色
匿
色
己
目
目
四
口
四
Ｈ
口
ｐ
ｐ
ｐ
Ｈ
ｐ
宅
四
ロ
ゴ
ｐ
Ｈ
冒
汁
ｐ
ゆ
ず
琶
口
庁
四
昌
恒
印
ｐ
ｍ
国
凹
炭
‐

四
Ｈ
酒
石
ロ
ヴ
ヴ
い
ず
〕
〕
四
ｍ
ｐ
も
ゆ
せ
も
四
口
騨
拭
恒
己
沙
甘
も
ｐ
ロ
ロ
○
・
）

、
句
騨
臥
く
い
ｑ
ｐ
ｍ
ｐ
戸
口
］
四
ｍ
印
四
四
ロ
ロ
ロ
ぽ
ゅ
Ｈ
口
【
口
包
‐
ケ
ロ
ロ
ォ
四
Ｈ
ｐ
ぐ
胃
己
凹
め
の
餌
己
動
旦
ぽ
ぃ
１

１

く

卜

Ｈ
ｐ
Ｈ
ｐ
騨
鐵
戸
も
四
宮
宅
四
口
目
四
・

酬
聖
○
片
口
庁
汁
四
吋
四
ロ
ロ
ロ
ロ
〕
Ｈ
匡
四
め
い
秒
口
ロ
ロ
』
○
門
ご
色
井
守
四
四
旨
自
国
ず
い
Ｈ
ｐ
ｐ
】
ゆ
ず
声
郵
寸

Ｉ
、

Ｐ
Ｈ
ｐ
ご
胃
己
騨
め
い
四
口
ｐ
Ｈ
ロ
ワ
ロ
脚
く
鱒
ぐ
色
甘
口
ｐ
ｐ
Ｏ
・

ト

Ｌ

そ
の
他
、
《
（
臣
ご
日
日
閉
閏
・
色
⑳
ロ
且
自
己
冒
昌
］
〕
を
｛
口
曾
暑
口
ぐ
昼
早

声
四
の
め
勲
］
○
庶
口
庁
斤
四
Ｈ
Ｐ
、
め
ゅ
・
茸
四
罠
ご
胃
ご
ゆ
め
、
騨
四
ロ
ロ
ロ
ヮ
秒
】
ご
ロ
〕
四
門
ロ
ヴ
ロ
ヴ
ヮ
画
！

■
口
器

ご
国
窓
も
鼻
冒
且
Ｐ
日
》
或
は
１
ば
ゅ
日
日
Ｏ
］
国
冒
少
自
国
彦
秒
洋
騨
自
由
‐

器
○
》
ロ
ロ
且
冨
日
日
○
目
色
日
四
房
甚
旨
、
呂
国
冒
目
畠
租
↑
と
釈
す

る
如
く
で
あ
る
。
、

佛
音
の
釈
義
は
、
実
際
上
そ
の
い
と
②
は
③
に
よ
っ
て
相
摂
さ
れ

る
。
旨
四
日
目
“
、
は
出
世
間
法
を
指
し
、
幽
冒
且
冒
冒
冒
騨
は
四
旨
巨
‐

］
○
日
胃
国
、
四
口
目
ロ
ロ
⑳
日
日
ゆ
ず
彦
犀
四
、
曾
旨
日
も
自
営
酌
日
日
魚
ず
ぽ
昇
四
と

シ
ノ
ニ
ム
に
解
さ
れ
つ
つ
も
、
他
方
で
凹
国
冨
詳
四
目
四
聡
曾
と
胃
芹
‐

巨
冒
酔
薗
冒
目
侭
親
と
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
に
於
い
て
相
違
釈

的
解
釈
を
示
現
し
て
い
る
の
は
、
も
と
も
と
は
目
Ｐ
目
目
騨
を
出
世

間
法
と
す
る
釈
義
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
は
、

四
口
目
冒
冒
目
四
に
対
す
る
佛
音
の
解
釈
は
、
預
流
道
↓
一
来
道
↓
不

還
道
、
と
い
う
阿
羅
漢
道
へ
の
「
次
第
」
で
あ
り
、
君
９
号
鼠
彊
‐

冒
営
冒
忌
は
出
世
間
法
へ
の
「
対
向
性
」
を
意
味
す
る
に
他
な
ら

な
い
。
’
一
カ
ー
ヤ
中
に
見
ら
れ
た
依
主
釈
と
し
て
の
含
四
目
日
閉
閻

⑳
ロ
且
冒
日
日
餌
は
、
結
果
的
に
佛
音
の
所
作
に
よ
り
依
主
釈
か
ら
相

違
釈
に
ま
で
応
え
得
る
概
念
へ
と
拡
大
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

尚
、
ガ
イ
ガ
ー
も
指
摘
す
る
如
く
（
弓
昌
己
冒
目
目
色
》
⑳
．
巨
己
、

佛
音
の
釈
義
で
は
目
色
日
日
沙
は
圃
営
冒
目
と
さ
れ
て
い
る
点
に

注
意
さ
れ
る
。

⑬
旨
．
匡
且
弓
．
⑦
①
誼
の
Ｈ
＊
勺
豐
口
冨
日
日
四
・
冒
目
目
の
ロ
》
こ
ぢ
》

⑳
⑩
。
昌
胃
印
ｌ
］
］
“
．

⑭
出
世
間
部
所
伝
の
国
〕
房
呂
‐
淳
弾
目
○
冨
型
‐
く
ぎ
冒
口
鴨
の
中
に

目
胃
ｇ
ｐ
と
醇
口
且
冨
吋
口
国
と
の
釈
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
下
記

は
、
○
．
ロ
ス
氏
の
校
訂
梵
本
（
切
冨
原
口
日
‐
ご
旨
亀
四
》
Ｈ
号
①
冨
口

の
秒
昌
鼻
門
耳
弓
。
Ｈ
富
の
①
国
の
い
く
巳
・
桝
口
》
嵐
・
勺
・
］
．
両
．
月
』
弓
四
目
四
』
ご
ざ
》

や
ざ
ｅ
に
示
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
《
国
茸
色
目
四
日
目
○
口
色
目
騨
冒
日

ロ
ゥ
ゴ
四
国
四
斤
○
ぐ
牌
冒
凹
旦
酌
）
四
国
ロ
・
彦
騨
閂
冒
試
口
○
口
色
胃
・
口
ゆ
く
脚
Ｐ
余
司
四
ｐ
Ｈ
凹
武
口
騨
ｌ

Ｌ

ト
ト

昏
尾
冒
四
蝕
冒
日
と
は
四
口
目
盲
目
目
霞
（
即
ち
、
律
に
随
う
こ
と
）
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と
し
て
釈
義
さ
れ
る
。
。
〈
－
リ
、
及
び
有
部
律
に
は
こ
れ
に
相
当

す
る
も
の
が
な
い
が
（
ロ
ス
本
、
頁
三
○
○
）
、
パ
ー
リ
・
’
一
カ
ー
ャ

に
は
「
聖
な
る
者
の
律
に
於
い
て
（
胃
ご
閉
閨
ぐ
旨
畠
①
）
、
増
上
に

行
か
し
め
る
行
道
（
且
畠
品
習
冒
日
日
ｇ
ぼ
胃
目
白
）
を
施
設
す
る

（
冨
副
目
の
目
）
」
命
ｚ
・
く
や
餌
］
）
の
一
文
が
あ
り
、
摩
訶
僧
祇

律
に
は
「
法
随
順
法
者
。
如
二
部
毘
尼
。
随
順
者
順
行
此
法
也
・
」

（
大
正
二
二
、
頁
四
一
二
ｂ
）
と
し
、
ロ
ス
氏
校
訂
本
に
一
致
す
る
。

⑮
随
覚
智
と
通
達
智
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
現
順
氏
に
よ
っ
て
そ
の

言
語
哲
学
の
面
か
ら
の
詳
論
が
な
さ
れ
て
い
る
（
「
阿
毘
達
磨
思
想
研

究
」
東
京
・
清
水
弘
文
堂
、
頁
一
九
四
’
五
）
。
そ
の
他
、
四
目
‐
ｌ

冒
曾
‐
の
言
語
に
於
け
る
相
間
性
は
、
《
四
遍
日
君
路
巴
○
樹
牙
冒
震
‐

め
拝
拝
置
凹
揖
膿
詳
印
げ
ぽ
回
、
忌
琶
己
四
ご
ゆ
昌
冒
四
口
○
》
営
旨
宮
》
ｐ
Ｈ
恒
印
画
武
恒
）
引
○
］
勲
ロ
伊
ロ
騨
禺
芦

冒
吋
時
唇
騨
闘
い
ｏ
威
冒
口
昌
。
。
…
：
『
（
己
ｚ
自
目
己
］
Ｓ
）
の
用
例
中

に
も
見
い
だ
せ
る
。

⑯
目
四
日
目
目
且
富
日
日
④
冒
茸
冒
昌
が
日
騨
巨
騨
巴
圃
国
を
内
含

し
得
る
と
解
さ
れ
る
理
由
は
、
ロ
：
目
薗
国
の
具
３
口
３
（
ロ
ｚ
白
目

。
．
曽
干
賠
巴
の
三
法
の
一
、
④
印
固
も
ロ
ロ
閏
‐
圏
昌
⑩
①
ぐ
四
ゞ
い
且
〔
房
色
目
‐

卜日
騨
の
“
ぐ
“
己
白
日
』
号
騨
目
昌
習
且
冨
日
目
色
、
冒
営
冒
言
に
拠
る
。
本

来
、
旨
目
、
○
目
曽
国
凰
面
目
の
一
法
を
加
え
た
四
支
分
（
預
流
支
）

と
し
て
一
一
カ
ー
ャ
中
に
説
示
さ
れ
る
方
が
通
常
の
形
で
あ
る
。
対
し

て
、
三
法
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
根
底
に
は
、
既
に
こ
の
複
合
詞
が

旨
自
国
望
圃
国
を
含
み
得
る
概
念
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
に
相
当
す
る
有
部
の
ア
ー
ガ
マ
で
は
、

め
ゅ
計
℃
巨
引
臣
の
四
の
色
口
碑
印
の
く
ゆ
岸
〕
》
の
四
〔
』
（
一
ず
四
目
Ｈ
巨
騨
か
Ｈ
抄
ぐ
ゆ
目
〕
騨
昌
Ｆ
｝
］
○
国
扉
○
Ｈ
’
巨
煙
ｌ

邑
融
印
涛
画
司
巴
〕
へ
丙
．
昌
一
茸
Ｐ
庁
一
剤
時
腰
四
口
①
二
８
（
苛
め
、
ロ
へ
詠
○
詐
魚
Ｈ
色
召
再
鉛
」

“
／

自
屈
間
２
月
日
置
凰
胃
尉
呂
ｇ
凹
鼻
１
国
曾
己
駕
胃
罠
甘
員
鹿
巴
同
旨
』

ご
雪
ゞ
の
認
）
と
さ
れ
て
い
る
。
有
部
論
言
に
於
け
る
こ
の
複
合
詞

の
釈
義
は
「
法
随
法
者
。
謂
浬
渠
名
法
。
八
支
聖
道
名
随
法
。
佛
弟

子
衆
於
二
此
中
一
行
。
名
法
随
法
行
」
（
大
正
二
六
、
頁
四
六
三
ｂ
）
、

「
於
一
一
此
中
一
随
し
義
而
行
」
（
大
正
二
六
、
頁
一
○
一
八
Ｃ
）
で
あ
り
、

純
然
た
る
「
行
」
と
し
て
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
．
〈
－
リ
に
対
し
て
有

部
が
、
こ
の
複
合
詞
を
百
日
の
○
日
四
国
四
凰
圃
目
と
は
別
立
し
た
所

以
が
あ
る
。
尚
、
維
摩
経
チ
ベ
ッ
ト
訳
中
、
「
法
供
養
品
」
に
は
、

《
ｇ
吊
医
の
ロ
吊
曽
邑
朋
℃
閏
駕
日
の
も
Ｐ
８
８
置
呂
８
房
宮
口

ロ
煙
目
白
ロ
ｇ
且
冒
』
（
法
を
法
と
し
て
思
慮
せ
し
め
る
こ
と
、
法

を
法
の
如
く
に
精
勤
せ
る
こ
と
）
の
用
例
が
あ
り
（
影
印
北
京
版
、

三
四
巻
、
頁
一
○
一
’
二
’
一
）
、
こ
れ
は
玄
英
訳
の
維
摩
経
に
相

当
す
る
（
「
謂
於
二
諸
法
一
如
法
調
伏
。
及
於
一
諸
法
一
如
法
修
行
」
大

正
一
四
、
頁
五
八
六
Ｃ
）
。
玄
英
が
「
調
伏
」
と
訳
し
た
原
語
が
不
明

で
あ
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
る
限
り
で
は
〕
〕
丘
ご
§
陣
と
な
る
。

号
胃
目
目
且
冨
嵐
日
四
が
昌
目
菌
も
陣
と
冒
四
は
團
昏
と
に
複
合

さ
れ
た
形
を
見
い
だ
す
。
参
考
ま
で
に
掲
げ
た
。

⑰
十
項
目
類
別
と
は
、
Ｓ
成
法
、
㈲
修
法
、
自
覚
法
、
㈲
滅
法
、

㈲
退
法
、
㈹
増
法
、
㈲
難
解
法
、
㈹
生
法
、
⑬
知
法
、
㈹
証
法
、
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
中
、
そ
の
目
、
㈲
、
㈲
、
粉
は
、
例
の
四
諦

に
於
け
る
三
転
十
二
行
相
の
勧
転
を
諸
法
に
当
て
た
と
い
う
、
へ
き
で

あ
り
、
こ
の
類
別
が
実
際
に
は
四
諦
の
実
践
に
即
し
て
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
予
測
し
得
る
。
「
五
取
稲
は
証
知
し
て
（
四
ｇ
副
剖
）
遍

知
す
、
へ
き
（
冨
凰
引
亀
菌
〔
覚
法
〕
）
で
あ
り
、
無
明
と
有
愛
は
証

知
し
て
断
ず
零
へ
き
守
昌
胃
号
目
〔
滅
法
〕
）
で
あ
り
、
止
と
観
と

は
証
知
し
て
修
す
べ
き
（
三
〕
胃
①
言
一
〕
３
〔
修
法
〕
）
で
あ
り
、
明
と

解
脱
と
は
証
知
し
て
作
証
す
。
へ
き
（
の
胃
呂
涛
弾
号
圃
〔
証
法
〕
）
で
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あ
る
」
（
旨
ｚ
白
目
壱
鵲
巴
と
い
う
形
が
示
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ

れ
を
四
諦
に
よ
っ
て
体
系
さ
れ
る
『
解
脱
道
論
』
の
用
例
（
大
正
三

二
、
頁
四
五
三
ｂ
）
に
照
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
㈲
修
法
は
道
諦
、

自
覚
法
は
苦
諦
、
㈲
減
法
は
集
諦
、
船
証
法
は
減
法
を
断
ず
と
し
、

滅
諦
と
し
て
示
顕
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。
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